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令和3年度赤い羽根共同募金運動が10月1日に始まり、市民や団体・企業の協力を頂き、多くの募金が集まっ
ています。今年度に集まった募金は令和4年度の赤い羽根共同募金配分事業として、宮古島市民の「ふだんのく
らしのしあわせづくり」を目的とした事業に大切に使わさせて頂きます。写真は令和3年12月12日に宮古高等学
校の生徒の皆さんが、サンエーショッピングタウン宮古前で赤い羽根共同募金運動をおこなっている様子です。
高校生の皆さんは、募金をしやすい呼びかけや小さな子供たちの目線に立ち募金を受け取るなど、自分たちで考
えて募金運動を行っていました。
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認知症の家族をサポートして
きたが、体調を崩して今後は
支援できそうもない。誰か代
わりにサポートしてくれない
か？

通帳をどこに置いたか
わからなくなる。預かっ
てもらいたい。また、支
払いとかも一緒に考え
てほしい。

大事な書類や証書
の管理ができない。
心配だ。

悪質業者からの電話が

ありだまされそうになった。

そんな時は、

Q：『誰でも利用できるの？』

対象者は、認知症、知的障がい、精神障がい
等により判断能力が不十分な方、日常生活に
不安を抱えている方となります。

Q：『宮古島市ではどれくらいの方
が利用しているのですか？』

宮古地域福祉権利擁護センター
・・・実利用者数113名

成年後見支援センターみやこ
・・実利用者数30名
※両センター合わせて約143名の方が利用しています。

令和3年10月末現在

・・・・75-3955
・・・・72-7515
住 所 宮古島市平良字下里442

（旧保健センター。サンエーカママヒルズ向かい）
へ相談してみませんか？職員一同、一生懸命お手伝いさせて頂きます。

・・・一人で悩まずに、まずはお気軽
に相談して下さい・・・

※相談の際には、事前にお電話して相談日時を
調整して頂けると助かります。

訪問介護しゃきょう 連絡先：0980-76-2540
資格を持った介護職員がご自宅へお伺いし、身の回りのお世話や自立支援のため
のサービスを提供します。
訪問介護・総合事業、居宅介護（障害）、移動支援、くらしのサポート

通所介護ぐすくべ 連絡先：0980-74-4133
日帰りで施設に通い、食事や入浴などの日常生活上の介護などを受けられるサー
ビスです。自宅にこもりきりの孤独感の解消や心身機能の維持、家族の介護負担
の軽減などを目的として実施します。
通所介護・総合事業

小規模多機能型居宅介護事業
連絡先：0980-74-4007（きゃーぎ）

0980-76-2849（たかやま）
施設への「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への「訪問」を
組み合わせ、家庭的な環境と地域住民との交流のもとで、日常生活上の支援
や機能訓練を行い、住み慣れた地域でのくらしを支援します。

居宅介護支援事業 連絡先：0980-76-1220
介護認定を受けた後に、在宅で介護を必要としている要介護者(要支援者)やその
家族の状況、生活環境、意向に応じ、介護支援専門員(ケアマネージャー)がケア

プランを作成し、事業者関係機関との連絡調整を行うなど、在宅での介護支援を
行います。

地域包括支援センター
連絡先：0980-75-0656 （ひらら）

0980-79-0811 （みやこ）
介護・医療・保健・福祉などのさまざまな面から高齢者を支える「総合相談窓口」
です。

高齢者の皆さんの心身の状態に合わせて地域で自立して生活できるように「介
護予防の支援」、虐待の相談や成年後見制度活用の支援など「高齢者の権利
を護る」支援、包括的・継続的に「住みよい地域づくり」支援を行います。

地域福祉活動 連絡先：0980-72-3193
ボランティア活動、赤い羽根・歳末たすけあい募金、社協会費、いきいきふれあ
いサロン、フードバンク活動、自治会サポート事業などに関すること。

コミュニティーソーシャルワーカー
連絡先：0980-72-3193（平良）0980-77-7930（城辺）

0980-78-5973（伊良部）
0980-76-2270（下地上野）

高齢者や障がい児（者）、子育て中の方々等の暮らしの困りごとや悩みごとを関
係機関や団体等と連携して、総合的な相談支援を行います。また、地域支援と
して、地域における支え合いの仕組みづくりや地域で顔の見える関係づくり、新
たなサービス創出に取り組みます。

生活福祉資金 連絡先：0980-72-3193
社会福祉協議会では、より効果的に低所得世帯等の自立支援を図るために、各
種資金の貸付等を行っております。
総合支援資金、緊急小口資金、臨時特例つなぎ資金、福祉資金
教育支援資金

その他相談窓口
ご案内

「成年後見支援センターみやこ」

「宮古地域福祉権利擁護センター」
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２介護保険制度が始まる前の平成7年より26年間にわたり地域の皆様に親しまれ、伊良部地区における高
齢者福祉の一端を担ってきた宮古島市社協指定通所介護事業所いらぶが令和3年12月31日をもって閉
鎖となりました。

平成 ７年 ６月
伊良部町の委託を受け「通所介護事業所いらぶ」開所

平成１２年 ４月
介護保険制度のスタートに伴い「伊良部町社協指定通所介護事業所いらぶ」となる

平成１７年１０月
宮古地区の5市町村合併に伴い「宮古島市社協指定通所介護事業所いらぶ」となる

生きいき教室（介護予防普及啓発事業）は、
高齢者の方々の健康保持増進や介護予防の普及を目
的として活動しており、また、集まって楽しくお
しゃべりすることで憩いの場にもなっています。福
岡県のある自治体の調査では、生きいき教室に参加
する人と参加しない人を比較したところ、医療と介
護両面で大きな差が出ていることが分かりました。
医療費が半分以下に、又、介護認定を受ける割合も
低くなっており、確実に予防につながっていること
が立証されています。

宮古島市で開催されている生きいき教室では、フレイル
（虚弱）対策として、栄養や口腔機能の専門職にも協力い
ただき、知識を学んだり、運動をしたりと予防に励んでお
ります。現在、平良地区4カ所、城辺地区5カ所、伊良部地
区1か所、下地上野５か所が開催されておりますが、今後

も幅広く活動を展開していき、元気な宮古島市づくりに貢
献してまいりたいと考えておりますので、ぜひ私たちの地
区でも開催をと思われる方がおりましたら、いつでもご相
談ください。

介護予防普及啓発事業（生きいき教室）
パート職員募集について

介護予防普及啓発事業
（生きいき教室）で平良地区、伊良部地区及び下地上野地区を
担当するパート職員を募集しています。

時給：８２０円
勤務時間：月～金 09： 00～ 14： 00（５時間） 週２０時間
出勤場所：月、水、木、金曜日：平良老人福祉センター

火曜日：下地公民館
[業務は２名一組で行います。]
休日：土日、祝祭日、慰霊の日、１２月２９日～３１日、

１月１日～３日

👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇 👇

76-2540（事業課；担当嵩原）
生きいき教室利用に関するお問い合わせは各地域担当へ
〇72-3193（平良地区；担当伊佐）〇77-7594（城辺地区；担当石原）
〇76-2270（下地上野地区；担当小禄）〇76-2540（伊良部）

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲
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島
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長
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で
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申
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げ
ま
す
。
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長
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下
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宮
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働
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１
２
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で
活
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し
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す
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合
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地
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か
ら
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「
つ
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ぎ
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そ
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て
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プ
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し
て
子
供
や
子
育
て
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関
す
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事
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専
門
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
声
か
け
訪
問
も
思
う
よ
う
に
行
き

ま
せ
ん
が
地
域
の
民
政
員
が
訪
問
の
際
は
、
気
軽
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宮古島市社会福祉協議会職員8名が令和3年度県知事表彰を受けました。

社会福祉事業団体関係者功労で4名、ホームヘルパー・身体障害者相談員及び
知的障害者相談員功労で4名の表彰となりました。今年度は新型コロナウイルス
感染拡大の影響により沖縄県社会福祉大会が中止となったため、各推薦団体に

おいて伝達表彰となりましたので、市民の皆様へ感謝の意も込めてここにご報告
いたします。


